
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

多職種ミーティングとは 

“事例検討会”ではなく、事例を 

通じて、他の職種の視点、役割を

知り、”顔の見える関係” 

「これは、この人に 

聞けばわかる！」と 

いう関係をつくること。 

 

多職種ミーティングのご案内 

平成 27 年度からグループワーク形式での多職種ミーティングを開始し、 

これまでに延べ 1,081 人が参加されました。 

自分では思いつかないアプ
ローチ方法があると感じ
た。“問題”を中心に、どこか
かしら、つながればよいと
共有することができた。 

（職種の）オールマイティ 
プレーヤーを目指すより、様々な
方がチームで対応しているので、 
自分の専門分野で役立てれば
と気付いた。 

普段、話のできないＤｒと 
話す事ができ、距離感が 
縮まった。知り合いを増やす 
こともできた。 
 

時には 

笑い声も聞こえ、 

  「とても楽し 

かった」 

   との声も 

     ありました 

   

医師、歯科医師の先生の意見や、
各業種からの意見が聞けて 
業務にも役立っている。 
相談しやすくなり、医療との 
関わりも積極的に行えるように
なった。 
 

特に介護職の人達のアプロー
チの仕方を学び、考え方の幅が
広がった気がする。 
 

包括職員 
医師 歯科医師 

薬剤師 

ケアマネ 

ヘルパー 看護師 

ざっくばらんに話ができて
良かった。テーマ以外の 
話題も勉強になることが 
多かった。 
 

 グループのメンバー 

（イメージ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度参加した方も、 

まだ参加したことない方も 

ぜひ、ご参加ください♪  

 生活を支援していく上では、診療所だけ、ヘルパーさんだけでは解決しない問題が 

多く起こり、さまざまな職種の協働（チームケア）が必要になります。私は、チーム 

ケアとは図のように、いろいろな職種が問題点を中心に置いて、対等の立場で話合い、

解決をはかっていくことと理解しています。 

円の中心にあるのは「解決すべき問題点」、本人や 

家族も円を構成するメンバーの一員です。 

たとえば、「よく転ぶようになった」という問題 

が出たとします。本人やご家族はまず診療所や地域 

包括支援センターに相談します。介護認定を経て、 

ケアマネジャーさんと相談し、デイケアで筋力 

トレーニングやリハビリをしましょう、玄関など家の 

中で転びやすい所には住宅改修補助金を使って、手すりを 

つけましょう、歯が悪いために食べられず、筋肉がやせて歩行が不安定なら、訪問して

くれる歯医者さんを依頼しましょう、ふらつくような薬は出ていないか、薬局に相談し

てみましょう、という段取りが進みます。本人と家族とが別の丸になっているところに

も、注目してください。本人の思いと家族の思いが違うことは結構ありますからね。 

 ここで強調したいのは、自宅での生活を長く安定して続けるためには「頑張りすぎ 

ない」ことが大事だということです。まだまだ、「家族がやるべきだ（夫や妻が、嫁が、

子どもが…）」という考え方が強いので、家族が頑張りすぎることも多く、そうなると、

心身ともにつぶれてしまい、長続きしなくなってしまいます。チームみんなで、役割を

分担しながら、動きたいものです。 

この支援チームが円滑に動いていくためには、協働する職種間で顔の見える（でき 

れば、心の通じる）関係性、何でも話し合えるフラットな関係性が必要です。そのため

に、鎌倉市では「多職種ミーティング」を定期的に行っています。 

事例を通して、いろいろと話し合うことによって、お互いのプロフェッショナルな 

仕事の内容を知り、「すごいな」と尊敬しあえる関係性（パートナーシップ）の構築に

一役買っていると自負しています。 

問題点 

転びやすく 

なってきた 

家 族 
かかり 
つけ 
医師 

かかり 
つけ 
薬局 

訪問 
歯科 
医 

ヘルパ－ 

訪問 
リハ 
ビリ 

ケア 
マネ 
ジャ－ 

本 人 

デイケア 

ショート 

ステイ 



鎌高 第５３７６号

令和元（2019）年 10月 17 日

関係者各位

鎌倉市長 松 尾 崇

（公 印 省 略）

在宅医療介護連携推進に係る「多職種ミーティング」の開催について(通知)

日頃から、本市の介護保険事業につきまして、ご理解とご協力をいただきありがとうございます。

鎌倉市では、医療や介護が必要な状態になっても、誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを

続けることができるよう、関係機関が連携していく体制づくりの一環として、在宅医療介護連携

推進に係る「多職種ミーティング」を開催しています（別紙参照）。

今年度は次のとおり、開催いたします。つきましては、お忙しいところ、大変恐縮ですが、

ご参加くださいますよう、お願いいたします。

１ 開催日時及び会場等

(1) 日時及び会場

ア 令和元（2019）年 11月 12 日（火） 19時～20時 45分

鎌倉市福祉センター 第１・２会議室

イ 令和元（2019）年 11月 18 日（月） 19時～20時 45分

深沢学習センター ホール

ウ 令和元（2019）年 11月 27 日（水） 19時～20時 45分

鎌倉芸術館 集会室

※いずれも同じ内容ですので、どちらか一日にご出席ください。

(2) 内容

認知症の方を多機関で支援した事例をもとにグループワーク

(3) 定員

各 100名（申込先着順）

(4) 申込期限

令和元年（2019年）11月５日（火）

２ その他

(1) 出席を希望される方は、別紙出席連絡票に必要事項をご記入の上、ＦＡＸでお送りくだ

さい。

(2) お車でのご来場はご遠慮ください。

事務担当

健康福祉部

高齢者いきいき課 介護保険担当

（市民健康課 保健活動担当）

片瀬・加藤

電話0467(61)3976【直通】

FAX 0467(23)7505【代表】



ＦＡＸ送信票不要

（あて先） 鎌倉市役所 市⺠健康課 保健活動担当 ⽚瀬宛
（ＦＡＸ） ０４６７−２３−７５０５

在宅医療介護連携推進に係る「多職種ミーティング」 出席連絡票
※必要事項をご記⼊のうえ、該当する項⽬に○をつけてください。

令和元（2019）年11⽉５⽇(⽕) 17時までにご提出ください。
※期限後のお申込みはお断りする場合があります。


